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第48回  定時株主総会 事前質問ご回答 

拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、本日開催いたしました当社第48回定時株主総会において、事前にいただきましたご質問

に対し、下記のとおりご回答申し上げました。 

敬 具 

記 

Q1: 新薬開発や製品の営業も他メーカーに頼るような経営方針を取るのか。また、中期経営計

画では数値目標が示されていないため、将来の方向性について説明して欲しい。 

A1:  

当社の創業以来の売上高

推移と、製品開発の歴史

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社はバイオ医薬品の研究開発からモノづくりまで、自社で一貫して対応できる会社で

す。創業以来、希少疾病用医薬品の研究開発に注力しており、世界中の製薬会社でも希

少疾病用医薬品に特化し研究開発を行っている会社は数が少ないと思っています。 

メガファーマといわれる製薬企業も、過去に幾度となく希少疾病に取り組むと言っては、

採算性の高いブロックバスターの登場により、希少疾病の開発は中止する事を繰り返して

います。その理由の一つが、メガファーマでは企業規模が大きいため希少疾病では採算が

取れないという事です。しかしながら我々のような企業規模ならば、希少疾病の分野でも

十分に利益を得ることができると考えています。 

 

 

 

 



 

こちらは、当社が現在開発に

注力しているライソゾーム

病治療薬の判明している各

疾患の患者数です。 

希少疾病のため、日本国内だ

けでは患者数が数名から数

十名、数百名ですが、世界規

模では数千人の患者数がい

る疾患もあります。これがグ

ローバルでの上市を目指し

ていく大きな理由です。 

 

そのため、他社の協力を得な

がら、グローバル開発を行う

必要があります。 

例えばムコ多糖症Ⅱ型は、世

界規模では患者数が多い疾

患であり、2021年に武田薬品

工業と契約を締結しました。 

一方で、世界でも患者数が数

百名程度の超希少疾病と呼

ばれる疾患については、メデ

ィパルホールディングスと

契約を締結しました。 

このように戦略に応じて、ライセンスの契約先をその都度検討して決定しています。これ

からも当社は他社との協業も考えながら、引き続き事業をおこなってまいります。 

 

こちらは、2011年以降の研究

開発費と研究開発に関わっ

ている社員数の推移です。 

これまで、年ごとに研究開発

費の増加と人員の増強を行

ってまいりました。 

 

 

 

 

 

 

 

先程のご説明のとおり、当社は今後も希少疾病用医薬品の研究開発を行うという点に変わ



りはありません。これまでの長期にわたる研究開発への投資が、J-Brain CargoⓇ技術を創

出しました。この技術は自社での活用はもちろん、これまでに技術導出について複数の会

社との契約の締結を行いました。また現在も複数の契約交渉を行っており、今後も我々に

大きな利益をもたらすものだと考えています。 

このように研究開発費への投資は、新たな技術の創出や希少疾病用医薬品の開発など、将

来の利益の源泉となるものであり、今後も引き続き積極的におこなっていきます。 

 

中期経営計画において数値目標を提示しませんでしたが、我々の行っている研究開発は、

非常に長い時間を要するものであり、短期的な利益の実現にこだわる以上に、積極的に研

究開発を積み重ねて、着実に希少疾病という領域で新薬を創出していくことが、将来の十

分な利益の達成につながり本当の意味で企業価値を向上させることが出来ると確信して

います。株主の皆様のご理解をお願いいたします。 

 

Q2: 株式市場は全体的に好調であるにもかかわらず、当社の株価は低迷している。株価が向上

するような施策を何か行っているのか。 

A2: A1の通り、希少疾病の医薬品を患者の皆さんとそのご家族のために１日でも早くお届けす

る事が、我々の使命です。その使命を遂行することで長期的に企業価値を高め、株主の皆

様の期待にお応えしてまいります。 

当社の目指す姿、研究開発の進展、設備投資の状況等について、今まで以上に株主の皆様

にご理解いただけるよう情報発信に努めてまいります。 

 

Q3: ノボノルディスクファーマの成長ホルモン製品の限定出荷・出荷停止は、JCRにどのような

影響を与えるのか。 

A3: 成長ホルモン製剤の国内トップシェアである会社が限定出荷・出荷停止の状態になってい

るのは事実です。 

それに伴い、当社のグロウジェクトⓇが切り替え薬剤候補となっておりますが、当社は安定

的な生産数量と十分な在庫水準を確保しており、切り替え要請に対応できると考えており

ます。 

 

以 上 


